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今
回
御
緑
あ
っ
て
、
関
西
大
学
博
物
館
へ
、
前
漢
の
長
安
城
趾
よ
り
出
土
し
た

瓦
当
三
種
六
個
を
寄
贈
さ
せ
て
頂
く
こ
と
に
な
っ
た
。

Ｈ
図
象
瓦
当
四
神
瓦
当

青
龍
文
一
個
黒
灰
色
写
真
１
ａ

※
直
径
二
・
八
’
二
・
九
篤
厚
さ
二
・
二
’
二
・
三
篤

白
虎
文
一
個
黒
灰
色
写
真
１
ｂ

直
径
一
一
・
七
’
一
一
・
八
鯵
厚
さ
二
・
二
緯

直
径
一
一
・
七
’
一
一
・
八
麓
厚
き

直
径
二
・
九
’
一
二
・
一
鳶
厚
さ
二
・
三
篤

玄
武
文
一
個
黒
灰
色
写
真
１
．

直
径
一
二
・
○
’
一
二
・
二
鱒
厚
さ
一
・
四
緯

こ
れ
ら
四
神
瓦
当
と
酷
似
す
る
瓦
当
が
、
前
漢
長
安
城
の
南
郊
に
あ
る
礼
制
建
築

一
瓦
当
試
料

朱
雀
文
一
個
黒
灰
色
写
真
１
ｃ

四
神
瓦
当
等
の
前
漢
長
安
城
出
土
瓦
当

口
文
字
瓦
当
「
長
生
無
極
」
一
個
黒
灰
色

直
径
一
七
・
○
’
一
七
・
三
緯
厚
さ
二
・
七
’
三
・
○
麓
写
真
２

い
わ
ゆ
る
吉
祥
文
瓦
当
は
漢
代
の
宮
城
遣
趾
よ
り
多
数
出
土
し
て
い
る
が
、
前
漢

②

長
安
城
杜
よ
り
の
出
土
例
と
し
て
は
、
未
央
宮
第
二
号
遺
祉
よ
り
の
出
土
が
報
告
さ

れ
て
い
る
。
第
二
号
遺
祉
は
、
未
央
宮
の
ほ
ぼ
中
央
に
位
置
す
る
前
殿
遣
趾
の
北
三

三
○
脚
、
天
禄
閣
遺
祉
の
南
二
七
五
脚
に
あ
る
。
二
号
遺
趾
よ
り
の
出
土
瓦
当
は
、

雲
文
・
葵
文
・
文
字
及
び
素
面
瓦
当
の
四
種
類
で
あ
る
。
寸
法
は
直
径
一
九
・
六
’
二

○
・
六
緯
で
あ
る
。
文
字
瓦
当
に
は
、
「
長
楽
未
央
」
、
「
長
生
無
極
」
及
び
「
千
秋

萬
歳
」
が
あ
っ
た
。
そ
の
「
長
生
無
極
」
文
瓦
当
は
本
資
料
と
よ
く
似
て
い
る
。

①

群
よ
り
出
土
し
た
と
の
報
告
が
あ
る
。

日
文
字
瓦
当
「
衛
」

一
個
黒
灰
色

直
径
一
四
・
三
麓
～
一
四
・
四
緯
写
真
３

③

前
漢
長
安
城
未
央
宮
の
西
南
角
楼
遣
趾
よ
り
「
衛
」
字
瓦
当
が
出
土
し
た
。
灰
色

で
表
面
に
未
塗
の
あ
と
が
あ
り
、
直
径
一
六
鱒
、
厚
さ
一
・
六
緯

下
問
頼
一

緒
方
正
則

一

七
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〃､･別

蕊
。
’
ｆ
声
函

鼻
必

廻
唾

溌幾漁

急鯛

篝篝
喪？喪？

＝

蕊閏や

写真3 文字瓦当「衛」 写真2 吉祥文瓦当「長生無極，

前
漢
の
首
都
長
安
城
は
、
人
口
約
十
万
人
弱
、
中
国
最
大
の
政
治
・
経
済
の
中
心

都
城
で
あ
っ
た
。
一
九
五
六
年
の
秋
よ
り
大
規
模
な
発
掘
調
査
が
営
々
と
し
て
行
わ

④
⑤

れ
て
き
た
。
発
掘
さ
れ
た
実
測
図
を
図
１
に
示
す
。

⑤

先
ず
城
壁
と
城
門
が
発
掘
さ
れ
た
。
城
壁
は
版
築
の
土
塙
で
、
東
城
壁
は
直
縁
で

あ
る
が
、
他
三
城
壁
は
屈
折
し
て
い
る
。
北
城
壁
は
北
斗
星
形
、
南
城
壁
は
南
斗
星

⑥

形
に
屈
折
し
て
い
る
処
よ
り
、
俗
に
斗
城
と
呼
ば
れ
た
。
城
壁
の
長
さ
は
東
城
壁
が

五
九
四
○
麓
、
西
城
壁
が
四
五
五
○
燭
で
あ
る
。
屈
折
著
し
い
北
城
壁
と
南
城
壁
に

つ
い
て
は
、
北
城
壁
の
東
端
よ
り
西
端
ま
で
の
直
線
距
離
は
五
九
五
○
脚
、
南
城
壁

の
そ
れ
は
六
二
五
○
樹
で
あ
る
。
屈
折
に
沿
っ
た
正
味
の
城
壁
総
延
長
は
二
五
一
○

○
脚
に
達
す
る
大
都
城
で
あ
っ
た
。
四
方
の
城
壁
に
は
各
三
城
門
が
あ
り
、
各
城
門

に
は
三
門
道
が
あ
っ
た
。
今
日
西
安
に
屹
立
す
る
明
代
城
壁
に
見
ら
れ
る
通
り
で
あ

る
。
伝
統
技
術
の
永
い
生
命
が
感
じ
ら
れ
る
。

周
礼
考
工
記
に
、
「
匠
人
営
国
、
方
九
里
、
秀
三
門
、
国
中
九
経
九
緯
・
…
：
」

⑥と
。
匠
人
が
都
城
を
営
む
と
き
は
、
城
壁
を
め
ぐ
ら
す
こ
と
方
九
里
、
四
方
の
城
壁

に
夫
々
三
城
門
を
設
け
、
（
各
城
門
に
は
三
門
道
を
設
け
る
か
ら
）
城
内
は
縦
横
と

も
に
九
道
が
通
じ
る
と
。
前
漢
の
長
安
城
は
「
周
礼
考
工
記
」
の
制
に
も
っ
た
も
の

だ
と
い
う
解
釈
が
あ
る
。

前
漢
の
高
祖
（
在
位
前
二
○
六
ｌ
前
一
九
五
劉
邦
）
の
時
、
秦
の
離
宮
の
興
楽

⑦

宮
を
基
に
し
て
長
楽
宮
に
改
築
し
、
朝
儀
の
場
所
と
し
た
。
図
２
に
示
す
よ
う
に
、

長
楽
宮
の
西
に
未
央
宮
が
造
ら
れ
、
未
央
宮
の
北
に
北
宮
が
造
営
さ
れ
た
。
長
楽
宮

二
前
漢
の
長
安
城
の
概
要

一

九
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と
未
央
宮
の
間
に
武
庫
が
作
ら
れ
た
。
二
代
皇
帝
の
恵
帝

（
前
一
九
五
ｌ
前
一
八
八
）
の
時
、
四
周
の
城
壁
が
作
ら

れ
、
西
市
が
設
け
ら
れ
た
。
六
代
皇
帝
の
武
帝
（
前
一
四

一
ｌ
前
八
七
）
の
時
、
城
外
西
方
に
建
章
宮
、
長
楽
宮
の

北
に
明
光
宮
、
未
央
宮
の
北
に
桂
宮
が
造
営
さ
れ
、
北
宮

が
増
修
さ
れ
た
。

ケ
シ

長
楽
宮
の
四
方
に
は
門
が
あ
っ
た
が
、
閾
は
東
門
と
西

門
に
だ
け
設
け
ら
れ
た
。
長
楽
宮
内
の
宮
殿
は
全
て
南
向

き
で
あ
る
が
、
長
楽
宮
全
体
と
し
て
は
「
坐
西
朝
東
」
の

構
造
で
あ
る
。
伝
統
的
構
造
が
受
継
が
れ
て
い
る
。

未
央
宮
も
長
楽
宮
と
同
様
に
「
坐
西
朝
東
」
の
構
造
で
、

東
門
と
北
門
と
を
正
門
と
し
、
夫
々
東
關
と
北
關
と
が
設

け
ら
れ
た
。
「
史
記
」
高
祖
本
紀
の
高
祖
八
年
（
前
一
九

九
年
）
の
条
に
「
請
丞
相
（
漢
創
業
の
功
臣
請
何
）
未
央

宮
ヲ
営
作
シ
、
東
閾
、
北
閾
、
前
殿
、
武
庫
、
太
倉
ヲ
立

ッ
。
高
祖
還
リ
テ
、
宮
關
ノ
壮
ナ
ル
ヲ
見
、
甚
ダ
怒
ル
」

と
。
東
闘
は
蒼
龍
閾
、
北
闘
は
玄
武
關
と
も
呼
ば
れ
た
。

か

閾
は
扉
を
閾
く
門
で
あ
る
。
宮
城
門
外
の
左
右
両
側
に

設
け
た
二
個
の
台
で
、
そ
の
上
に
楼
観
（
物
見
）
を
置
い
た
（
諸
橋
先
生
の
広
漠
和

キ
ヨ
ウ

辞
典
に
よ
る
）
。
一
方
四
川
の
漢
代
の
閾
は
斗
拱
形
の
独
特
の
も
の
で
装
飾
的
で
あ

る
。
今
日
内
蒙
古
自
治
区
の
呼
和
浩
特
の
南
九
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
あ
る
王
昭
君
墓
公

園
の
入
口
に
再
現
さ
れ
、
四
川
系
の
壮
麗
な
楼
観
の
あ
る
閾
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

ー

I
Ｉ
Ｌ
巳
■
■
ロ
Ⅱ
，
１
１
‐
Ｉ
ｂ
ｌ

ｌ
卜

’

四
神
瓦
当
は
南
郊
の
礼
制
建
築
群
よ
り
出
土
例
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
南

ウ

郊
の
礼
制
建
築
群
の
大
要
を
述
べ
よ
う
。

三
前
漢
長
安
城
南
郊
の
禮
制
建
築
群

｜

’

一
一
一 前漢長安城南郊の礼制建築趾の地図図3
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一
九
五
六
年
秋
に
前
漢
長
安
城
の
発
掘
が
始
る
と
、
そ
の
南
郊
と
東
郊
で
当
時
の

礼
制
建
築
物
の
遺
跡
が
十
数
個
所
発
見
さ
れ
た
．
一
九
五
七
年
の
速
鋤
に
よ
れ
ば
図

①３
の
如
く
南
郊
礼
制
建
築
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。
遺
趾
Ｄ
６
Ｆ
４
よ
り
龍
文
瓦
当
及

び
虎
文
瓦
当
が
出
土
し
た
。
Ｄ
６
Ｆ
９
遺
趾
よ
り
朱
雀
文
瓦
当
、
Ｄ
６
Ｆ
３
遺
趾
よ

り
玄
武
文
瓦
当
及
び
文
字
瓦
当
〃
上
林
″
が
出
土
し
た
と
報
告
さ
れ
て
い
る
。

’

］’

‐
１
ｌ
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
１
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
１
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
‐
’
１
γ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
１
ｌ
‐
ｌ
Ｉ
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
１
‐
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｌ
ｌ
ｌ
１
‐
４
１
１
１
１
‐
Ｉ
ｌ
ｌ
Ｉ
Ｉ
１
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
‐
ｌ
ｌ
ｌ
Ｐ
ｉ
１
ｊ
‘
日

⑧

前漢長安城及び南郊礼制建築群の地図図4

⑧
⑧

そ
の
後
の
詳
し
い
調
査
の
結
果
、
図
４
に
示
す
よ
う
に
こ
れ
ら
は
い
わ
ゆ
る
〃
王

葬
九
廟
″
と
推
考
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
〃
王
葬
九
廟
″
来
南
隅
の
東
に
独
立
し
て

環
池
を
有
す
る
遺
趾
が
発
見
さ
れ
た
。
こ
れ
は
太
学
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
太
学
は

国
都
に
あ
る
天
子
の
最
高
の
学
問
所
で
あ
り
、
畔
雍
と
も
い
わ
れ
る
。
辞
は
天
子
、

ま
な
び
や

雍
は
学
舎
で
あ
る
。
史
記
封
禅
書
に
、
「
天
子
日
二
明
堂
・
畔
雍
一
、
諸
候
日
二
洋

宮
一
」
と
。
畔
雍
は
天
子
の
大
学
で
あ
っ
て
、
周
囲
に
円
形
の
池
水
が
め
ぐ
り
、
諸

候
の
学
校
は
洋
池
が
備
わ
っ
て
い
る
と
。

王
葬
の
九
廟
は
新
（
前
四
五
ｌ
後
二
三
）
の
王
葬
の
祖
宗
の
廟
と
し
て
設
け

ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
王
葬
は
周
礼
の
復
興
を
政
治
の
旨
と
し
た
の
で
、
そ
の

九
廟
も
又
周
礼
に
の
っ
と
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

太
学
遺
趾
は
、
前
漢
の
長
安
城
の
南
斗
形
を
し
た
南
の
城
壁
の
南
の
尖
出
部

に
あ
る
安
門
か
ら
南
へ
一
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
地
点
の
東
側
に
あ
る
。
文
献
⑧
に

よ
れ
ば
、
「
円
形
の
基
壇
を
も
つ
方
形
の
殿
堂
で
、
四
方
に
各
一
門
を
も
つ
大

し
よ
う

き
な
方
形
の
廟
園
の
中
央
に
据
え
ら
れ
て
お
り
、
廟
園
を
取
り
囲
む
宮
摘
の

外
側
に
は
、
さ
ら
に
園
水
溝
が
巡
ら
さ
れ
て
い
た
。
殿
堂
は
建
築
組
成
の
主
体

⑨

と
な
り
、
そ
れ
は
当
時
の
太
学
の
講
堂
と
考
え
ら
れ
る
。
」
と
。
図
５
の
復
元

烏
敵
図
に
一
目
瞭
然
で
あ
る
。
環
水
地
の
直
径
は
約
三
七
○
メ
ー
ト
ル
余
で
あ

⑨
⑨

る
。
中
心
建
築
の
詳
細
を
図
６
．
７
に
示
す
。

長
安
城
に
明
堂
や
雍
堂
が
が
建
て
ら
れ
た
時
期
は
明
確
で
は
な
い
が
、
前
漢

の
武
帝
の
紀
元
前
一
○
六
年
頃
建
て
ら
れ
た
よ
う
で
、
王
葬
の
新
が
紀
元
後
四

年
に
明
堂
と
畔
雍
を
建
て
た
こ
と
は
文
献
ば
か
り
で
な
く
鎖
の
銘
文
に
も
見
え

⑥
つ
（
》
○

こ
れ
ら
の
建
築
群
は
「
天
地
に
体
象
し
、
陰
陽
に
経
緯
す
る
」
形
象
を
と
り
、

一
一
一
一
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前
漢
長
安
城
南
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前
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南
郊
の
礼
制
建
築
の
中
べ
建
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原
図
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前
漢
長
安
城
南
郊
の
礼
制
建
築
の
中
べ
建
築
の
復
元
断
面
図

1
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前
漢
以
降
に
政
治
思
想
と
な
っ
た
陰
陽
五
行
説
が
建
築
上
に
具
現
し
た
も
の
と
み
ら

⑤
 

れ
る
。

②
 

「
長
生
無
極
」
等
の
吉
祥
文
瓦
当
は
前
漢
の
長
安
城
未
央
宮
よ
り
、
「
衛
」
字
瓦
当

③
 

は
未
央
宮
南
西
角
楼
よ
り
、
そ
し
て
四
神
の
図
象
文
瓦
当
は
、
前
漢
の
長
安
城
南
郊

①
 

の
礼
制
建
築
群
よ
り
の
出
土
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
南
郊
礼
制
建
築
群
D
6

①
 

F
3
よ
り
は
「
上
林
」
字
瓦
当
の
出
土
も
報
告
さ
れ
て
い
る
。
上
林
苑
は
周
知
の
よ

う
に
秦
漢
時
代
の
庭
園
で
あ
り
、
南
郊
礼
制
建
築
群
は
上
林
苑
に
含
ま
れ
る
か
ら
当

然
の
こ
と
で
あ
る
。

瓦
当
出
土
に
つ
い
て
の
数
量
的
情
報
は
報
告
さ
れ
て
い
な
い
の
で
残
念
で
あ
る
。

一
般
的
に
雲
文
瓦
当
が
最
多
出
土
で
あ
り
、
葵
文
等
の
瓦
当
が
や
A

多
く
、
吉
祥
文

瓦
当
は
少
な
く
、
四
神
等
の
図
象
瓦
当
は
極
め
て
少
な
く
稀
少
例
と
言
え
よ
う
。

こ
れ
ら
の
事
情
を
勘
案
し
、
前
漢
長
安
城
の
瓦
当
は
雲
文
瓦
当
や
葵
文
瓦
当
が
一

般
的
に
多
く
用
い
ら
れ
、
吉
祥
文
瓦
当
は
重
要
な
要
所
に
使
用
さ
れ
、
四
神
瓦
当
等

の
吉
祥
図
象
瓦
当
は
極
め
て
枢
要
な
意
義
の
あ
る
個
処
に
の
み
掲
げ
ら
れ
た
と
推
考

さ
れ
る
。

本
瓦
当
試
料
の
出
土
地
に
つ
い
て
考
察
し
よ
う
。
四
神
瓦
当
試
料
は
前
漢
の
長
安

城
南
郊
の
礼
制
建
築
群
よ
り
出
土
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
「
衛
」
字
瓦
当
試
料
は
前

漢
の
長
安
城
未
央
宮
の
南
西
角
楼
に
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
衛
戌
関
係
の
役
所
な
い

し
建
物
よ
り
出
土
し
た
と
推
考
さ
れ
る
。
「
長
生
無
極
」
瓦
当
資
料
は
特
定
が
難
し

い
が
、
前
漢
の
長
安
城
の
未
央
宮
の
二
号
遺
址
あ
た
り
の
出
土
と
推
考
さ
れ
る
。

四

結

言

⑥
 文

献
図
5
.
6
お
よ
び

7
に
見
ら
れ
る
礼
制
建
築
は
相
当
に
進
歩
し
た
整
然
た
る
も
の

で
、
今
日
の
中
国
建
築
と
比
べ
て
著
し
い
遜
色
は
な
い
。
前
漢
時
代
す
で
に
中
国
建

築
は
そ
の
骨
骸
を
ほ
ゞ
整
え
て
い
た
と
推
考
さ
れ
る
。
技
術
文
化
の
多
方
面
に
わ
た

る
各
分
野
に
お
い
て
も
同
様
の
事
情
で
あ
り
、
中
国
の
技
術
文
化
は
秦
漢
時
代
に

辞

温
か
い
御
高
導
を
賜
わ
っ
た
網
干
善
教
館
長
、
資
料
の
写
真
撮
影
を
は
じ
め
行
届

い
た
面
倒
を
見
て
頂
い
た
角
田
芳
昭
氏
、
文
献
調
査
に
格
別
の
便
宜
を
計
ら
れ
た
奥

村
政
博
氏
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

忠
如
、
西
安
西
郊
発
現
漢
代
建
築
遺
址
、
考
古
通
訊

謝

ほ
ゞ
そ
の
基
本
的
体
系
を
整
え
て
い
た
と
い
え
よ
う
。
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中
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会
科
学
院
考
古
研
究
所
漢
長
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唐
金
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（
中
国
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）
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安
西
郊
漢
代
建
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趾
発
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報
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、
考
古

学
報
一
九
五
五
年
二
期
四
五
頁

⑤
中
国
科
学
院
考
古
研
究
所
編
著
、
杉
村
勇
造
訳
、
新
中
国
の
考
古
収
穫
、
一
三
一
頁
、

一
九
六
三
年
十
月
、
美
術
出
版
社
（
東
京
）

建
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学
大
系
編
集
委
員
会
編
村
田
治
郎
、
建
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学
大
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東
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建
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昭
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中
国
社
会
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学
院
考
古
研
究
所
漢
城
工
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、
漢
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安
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北

窒
的
発
掘
考
古
一
九
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六
年
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○
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七
頁

⑧
中
国
社
会
科
学
院
考
古
研
究
所
編
、
中
村
慎
一
・
小
川
誠
・

考
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学
の
新
発
見
、
一
九
九
○
年
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月
雄
山
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出
版
（
東
京
）
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王
世
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、
漢
長
安
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郊
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建
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（
大
土
門
村
遺
祉
）
原

六
三
年
九
期
五
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一
頁

漢
長
安
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北

誠
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※
円
形
瓦
当
は
焼
成
変
形
等
に
よ
り
真
円
よ
り
変
形
し
て
い
る
。
最
大
直
径
と
最
小
直

径
を
示
し
た
。
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版
、
昭
四
七
新
訂
版
、
彰
国
社
（
東
京
）

宮
的
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探
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面
碑
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来
村
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推
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、
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九
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国
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